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平成 22 年度一般会計決算

まちの家計簿２０１０
9 月に開かれた第 6 回町議会定例会で、

平成 22 年度のまちの歳入・歳出の決算が認定され、

一般会計では、約 3 億 161 万円の黒字となりました。

まちがどのようにお金を使ったのか概況をお知らせします。

▼その他①

　分担金および負担金、使用

　料および手数料、財産収入、

　寄附金、繰越金

▼その他②

　地方譲与税、利子割交付金

　配当割交付金、地方消費税

　交付金、株式等譲渡所得割

　交付金、自動車取得税交付

　金、地方特例交付金、交通

　安全対策特別交付金

一般会計歳入総額
35億 5981 万円

町税
３億９１０７万円

地方交付税
２１億１３１万円

その他①
１億３１０４万円

諸収入

繰入金
８２６８万円

１８２３万円

国庫支出金

町債

その他②

県支出金

２億７６９６万円

１億８８２１万円

２億７７０１万円

９３３０万円

6億２３０２万円
自主財源　17.5％

２９億３６７９万円
依存財源　82.5％

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
の
歳
入

（
ま
ち
に
入
っ
た
お
金
）
は
、
合
計

約
35
億
５
９
８
１
万
円
。
平
成
21
年

度
と
比
べ
、
約
3
％
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

歳
入
全
体
に
占
め
る
割
合
で
見

る
と
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方

交
付
税
が
最
も
大
き
く
、
総
額
約

21
億
１
３
１
万
円
。
歳
入
の
59
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
次
に
占
め
る

割
合
が
大
き
い
の
は
、
町
税
の
約

3
億
９
１
０
７
万
円
で
、
ま
ち
の
皆

さ
ん
か
ら
の
町
民
税
や
固
定
資
産
税

な
ど
で
す
。
さ
ら
に
県
支
出
金
の
約

2
億
７
７
０
１
万
円
と
続
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
歳
入
を
財
源
の
性
質
か
ら

見
る
と
、
町
税
や
諸
収
入
な
ど
の
自

主
財
源
が
総
額
6
億
２
３
０
２
万

円
で
、
全
体
の
17
・
5
％
で
あ
る

の
に
対
し
、
国
や
県
か
ら
の
地
方

交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
は
総
額

29
億
３
６
７
９
万
円
で
、
全
体
の

82
・
5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
の
81
・
9
％
と
比
べ
る

と
、
よ
り
依
存
度
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
の
歳
出

（
ま
ち
が
使
っ
た
お
金
）
は
、
合
計

約
32
億
５
８
２
０
万
円
。
前
年
度
と

比
べ
、
約
2
％
減
少
し
ま
し
た
。

厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
な
し

適
性
な
歳
出
を
継
続

歳 入

▼
一
般
会
計
　
歳
入

▼
一
般
会
計
　
歳
出



一般会計歳出総額
32億 5820 万円

農林水産業費
２億４８１３万円

衛生費
５億５２８２万円

議会費
４６９５万円

民生費
５億２４４３万円

土木費
１億５８２４万円

消防費
１１８６万円

商工費
３０８８万円

教育費
２億５２１万円

総務費
８億８３１６万円

公債費
５億９５２３万円

災害復旧費
１２９万円

歳 出
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歳
出
全
体
に
占
め
る
割
合
で
見
る

と
、
庁
舎
管
理
や
県
西
部
広
域
行
政

管
理
組
合
負
担
金
、
過
疎
バ
ス
対
策

費
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
な
ど
、

全
体
的
な
管
理
事
務
に
使
っ
た
総
務

費
が
約
8
億
８
３
１
６
万
円
と
一
番

大
き
く
な
り
ま
し
た
。こ
の
中
に
は
、

国
の
経
済
対
策
で
行
っ
た
事
業
に
か

か
る
費
用
約
1
億
８
８
３
９
万
円
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
町
債
の
返
済
金
で
あ
る

　

公
債
費
が
約
5
億
９
５
２
３
万
円

　
　

円
と
ま
だ
借
金
返
済
の
割
合
が

　
　
　

多
い
な
が
ら
も
、
約
1
億
１

　
　
　
　

８
０
８
万
円
減
少
し
ま
し

　
　
　
　

た
。

　
　
　
　
　

次
い
で
、
保
健
事
業
や

　
　
　
　
　

簡
易
水
道
特
別
会
計
へ

　
　
　
　

の
繰
出
金
、
ご
み
処
理
を

　
　
　
　

行
う
日
野
町
・
江
府
町
・

　
　
　

日
南
町
衛
生
施
設
管
理
組
合

　
　
　

負
担
金
、
日
野
病
院
へ
の
負

　

担
金
な
ど
に
使
っ
た
衛
生
費
が
約

5
億
５
２
８
２
万
円
、
福
祉
事
業
や

保
育
所
運
営
、
介
護
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
な
ど

へ
の
繰
出
金
な
ど
の
民
生
費
が
約

5
億
２
４
４
３
万
円
と
い
う
順
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
林
業
振
興
に
使
っ
た
農

林
水
産
業
費
が
約
2
億
４
８
１
３
万

円
、
小
中
学
校
の
運
営
や
生
涯
学
習

推
進
な
ど
に
使
っ
た
教
育
費
が
約

2
億
５
２
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
に
は
、
一
般
会
計
と
は
別
に
そ

れ
ぞ
れ
運
営
さ
れ
て
い
る
７
つ
の
会

計
が
あ
り
ま
す
。
平
成
22
年
度
の
決

算
は
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

よ
く
新
聞
な
ど
で
公
表
さ
れ
て
い

る
の
は
一
般
会
計
だ
け
で
あ
り
、
こ

の
特
別
会
計
は
あ
ま
り
表
に
出
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
一
般
会
計
を
圧
迫
し

て
い
る
原
因
の
ひ
と
つ
に
、
こ
の
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
で
は
７
つ
の
特
別
会

計
へ
、
合
計
約
3
億
２
４
５
０
万
円

を
一
般
会
計
か
ら
繰
出
し
し
て
い
ま

す
。
前
年
度
と
比
べ
、
約
６
４
４
２

万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

7
つ
の
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
に

も
国
の
基
準
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

医
療
費
や
介
護
に
か
か
る
介
護
保
険

特
別
会
計
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

特
別
会
計
な
ど
は
、
皆
さ
ん
が
納
め

る
保
険
料
と
国
や
県
な
ど
の
補
助
金

法
で
定
め
ら
れ
た
町
の
繰
出
金
で
賄

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
医
療
や
介
護
に
か
か
る

費
用
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
町
の

負
担
も
増
え
、
一
般
会
計
か
ら
特
別

会
計
に
繰
出
す
お
金
も
増
え
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
、
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
は
、
利
用
者

の
使
用
料
と
決
め
ら
れ
た
一
般
会
計

か
ら
の
繰
出
金
で
運
営
さ
れ
て
い
く

の
が
本
来
で
す
が
、
下
水
道
や
水
道

を
整
備
す
る
際
に
借
金
を
し
て
お

り
、
現
在
、
そ
の
償
還
が
ピ
ー
ク
で
、

使
用
料
だ
け
で
は
赤
字
に
な
る
た
め

一
般
会
計
が
赤
字
部
分
を
補
て
ん
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

平成 22年度特別会計決算の状況 （単位：千円）

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
は

合
計
約
3
億
２
４
５
０
万
円

上
下
水
道
整
備
の

借
金
に
も
繰
出
し
金
が

特
別
会
計


